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動機

宗宮さん提供

● コーティングを依頼する業者探しが急務
　→　サンプルを評価し結果をフィードバック
　→　データを蓄積し、より高性能の鏡の開発

● 反射率や透過率の計測設備があるところ（天文台）に移転
 　→　鏡を効率良く評価する環境準備

低損失鏡が LCGT
プロジェクト成功のひとつの鍵



  

過去の三尾研における散乱計測

太斎 (2007)
徳田 (2011)

森脇 (2008)

測定システムはこれまでに開発されたものを使用し、
過去のノウハウを最大限利用する　
森脇さんの全面的な協力



  

散乱による損失

天文台で測定

吸収による損失

この試験での
散乱の定義

積分球をもちいた計測



  



  



  



  

J社サンプル鏡外観

マッピングステージ
による走査



  

異物や欠陥があると
大きな値が出る
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以下これと同じフォーマットで表示
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m 積分球 PD設定変更

MC下流の反射鏡を拭く

戻り光ビームストップ位置変更

ファラデー投入、
MC下流鏡交換



  

まとめと今後の課題

● 三尾研で開発された散乱測定システムを用いてサンプル鏡の
比較をおこなった

● フロアーに関しては３つの鏡とも現在の測定限界 4ppm よりも
良いと考える

● 点状の欠陥に関しては違いがあるように見える

● 天文台に装置を引越し、まずは現状値を回復。　その後さらな
るシステムの改善をはかる（既に辰巳さんが準備中）

● 共振器などと合わせて、高品質コーティング（５ナイン）の評価
が可能なシステムを構築（上田さん、辰巳さん）

● この業界の世界標準を調査する（特に実際の鏡との相関）

● 最終的に LCGT の要求に応える鏡を開発


